
 

 

 家庭科 学習指導案  

１ 対 象  第 1学年 

  

２ 教 科 ・ 科 目  家庭基礎 

 

３ 単 元 名   消費行動と意思決定 

 

４ 本 時 の 目 標  消費生活や契約について理解するとともに、若者が消費者トラブルに合いやす

い実態を知り、予防するために学び、しっかり考える力を身に付けることが、

消費者としての自立に繋がると気づくことができる。 

 

５ 本時の評価規準（１／３）※３時間授業時間をするとして、１時間目の授業。 

知識・理解 

消費生活と契約について理解している。 

クーリングオフの条件と方法を理解している。 

評価方法（ワークシート・群馬県版家庭科学習ノート・考査） 

関心・意欲・態度 

若者は消費者トラブル合いやすい原因及び、若者は事態が大きくならないと

相談できない理由を考え、消費者として自立するためには学び考える必要が

あると気付き、意欲的に学ぶ態度を身に付けることができる。 

評価方法（ワークシート） 

 

６ 本 時 の 展 開  （50分授業） 

学習の流れ 学習内容と主な学習活動 支援及び指導上の留意点 
活用補助 

教材等 

導入 

（ ５分） 

本時の目標を知る。 

 

契約についてのクイズに

答える。 

本時から消費生活の授業に取り組む旨を伝

える。 

ワークシートに理由とあわせて答えを記入

するよう伝える。 

 

 

 

ワークシー

ト 

社会への扉 

開① 

（１０分） 

 

 

 

 

 

 

（１５分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

契約について復習する。 

 

 

 

 

消費生活について再確認

する。 

 

群馬県の消費者トラブル

の現状を知る。 

 

なぜ、若者は消費者トラ

ブルに合いやすいのか、

相談が遅いのかを考え

る。 

まとめを聞く。 

 

 

群馬県版家庭科学習ノートを用いて、契約に

ついて再確認する。 

 

 

 

教科書を用い、消費生活について再確認す

る。 

 

消費生活センターの資料を用いて、若者が消

費者トラブルのターゲットとされている現

状について知る。 

自分で考えてから、班で話し合うよう注意す

る。話し合った内容を代表者が発表するよう

指示する。 

判断力が十分でない、成年になりたての若者

は消費者トラブルに合いやすく、ターゲット

とされやすい実態を伝え、消費生活について

学ぶことの重要性を伝える。 

群馬県版家

庭科学習ノ

ート 

教科書 

ワークシー

ト 

 

 

群馬県版消

費者教育教

材２ 

ワークシー

ト 

 

 

 

 

 

消費生活と契約について、理解する。 

ぐんま版消費者教育教材 学習指導案３ 



 

 

展開② 

（１５分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例を聞き、何に気づく

べきか考える。 

 

 

契約をやめられる例を知

る。 

クーリングオフについて

知る。 

 

 

 

 

 

 

 

若者が遭いやすい消費者トラブルの事例と

して、定期購入を取り上げ、どの時点で何に

気づくべきだったのか、この後とるべき行動

を班で相談しながら考えるよう伝える。 

契約をやめられる場合を紹介する。 

 

クーリングオフについて群馬県版家庭科学

習ノートを用いて説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

群馬県版消

費者教育教

材７ 

 

 

 

群馬県版消

費者教育教

材３ 

群馬県版家

庭科学習ノ

ート 

まとめ 

（ ５分） 

振り返りを記入し、まと

めを聞く。 

消費者として自立するために、成人になる前

に、怪しいな、おかしいな、と思える力を養

っていくこと、正しい知識を身につけておく

ことがトラブルを回避する上で重要である

と伝え、まとめとする。 

ワークシー

ト 

 

  

なぜ若者が消費者トラブルに合いやすいのか等を他者と話し合い

ながら考え、意欲的に学ぼうとしている。 

クーリングオフの条件と方法を理解する。 



学年（  ）クラス（  ）番号（  ）名前（          ） 

消費生活①                           教科書Ｐ１７９～ 

 

１「契約」の確認 

 Ｑ１答え：       理由：                        

 

 Ｑ２答え：       理由：                        

 

 Ｑ３答え：       理由：                        

 

 

２「消費生活」の確認 

私たちは、モノやサービスを購入し、それを（ 消費 ）して生活している。 

子どもから高齢者まで、すべての人は（ 消費者 ）であるといえる。 

しかし、どのような（ 商品 ）を購入しどのように使うのか、つまりどのような（ 消

費生活 ）を送るかは、家庭の経済状況や個人の価値観、ライフスタイルなどによって違

ってくる。 

 

 

３「なぜ？」について 

あなたの考え 

 

 

 

他者の考え 

 

 

４「じゃぁどうしたらいいのだろうか？」について 

あなたの考え 

 

 

 

他者（先生）の考え 

 

 

５ 事例について（気づかなくてはいけなかったこと） 

班の考え 

 

 

 

先生のまとめ 

ぐんま版消費者教育教材 学習指導案３ ワークシート 



 

消費者として自立するためには、契約について理解し、 

安全かどうか、しっかり考えて判断する力を身につける必要がある！！ 

 

振り返りシート 

目標達成度 ○△× 

（  ） 

その理由 

 

 

今日新しく知ったこと 

感想・質問 

 

 

 

 

 

 

 



家庭基礎
第４章 消費生活①

ぐんま版消費者教育教材 学習指導案３ 投影資料



自立した消費者として
行動するために
「契約」について知り
その重要さを考える。

目標



無料ほど怖い物は
ない！？

テーマ

タ ダ



4

「契約」の確認



5

社会への扉
Ｐ３「契約」の確認

正解

③



お互いの意思が合致すると・・

契約書が無くても

口頭でも契約は成立します

3-7



7

社会への扉
Ｐ４「契約」の確認

正解

①



契約が成立すると・・

お互いに契約内容を守る義務

一方的にやめることはできない

3-8



9

社会への扉
Ｐ４「契約」の確認

正解

②



10

「成年」・「未成年」のおさらい

成年は何歳から？

２０２２年４月からは １８歳

２０歳現在



契約が成立すると・・
お互いに契約内容を守る義務

一方的にやめることはできない

契約する前にしっかりと

考えることが大切！

だ
か
ら

3-12



12

ノート
Ｐ６８

教科書
Ｐ１８４「契約」の確認

契約とは「法的な責任が生じる約束」

・消費者と事業者の（①合意）があれば成立
・（②債権）と（③債務）が生じる。
・口約束でも成立する

売買契約

対等！

商品を買ったらその
代金を支払う

買売

商品を受け取る権利
お金を払う義務

お金を受け取る権利
商品を渡す義務



「消費生活」の確認 教科書
Ｐ１８０

私たちは、モノやサービスを購入し、
それを消費して生活している。
全ての人は消費者。
どのような商品を購入し使うのか、
つまりどのような消費生活を送るの
かは、それぞれ違ってくる。









なんで？



18

プリント
２「なんで？」について考える

・なんで若者はお金を払う前に
相談しないのか・できないのか
・なんで若者は、
どうにもならなくなるまで、
相談できないのか・しないのか

じゃぁ、
どうしたらいいの？



19

プリント
３事例で考える











あれ？
１ヶ月でいいんだけど？



おかしい・・・
これ払わないといけな

いの？



26

プリント
５事例で考える

気づかなきゃいけ
なかったのは、何？





小さい文字まで
ちゃんと読む！

理解して契約する！



「定期購入を途中でやめたい」

商品を受け取らなければ、

支払いの義務はなくなる？

商品を受取拒否しても

契約はなくなりません
7-15



特に

コンビニ後払いの場合

そのまま放置していると

債権回収業者や弁護士から
債権の回収依頼や譲渡を受けたと

請求書が届くことがあります
7-16



若者が陥りやすいトラブル
①アダルト情報サイト、出会い系サイト
②オンラインゲームや占い
③エステや美容医療
④タレント・モデル事務所や養成教
室・・・

人には言いづらい！？



若者は、実際に被害にあって
どうにもならなくなってから、

相談する人が多い

「この話、おかしい！」と気付くオトナ

おかしいと思ったら断れるオトナ

になりましょう。
2-5

正しい知識を身に
つけましょう。

自ら正しい情報を
集めましょう。



契約をやめられる
場合もあります

どんなとき？

取り消し

解約

3-13



当事者双方が契約をやめること
に合意したとき

3-14



相手が約束を守らない
（契約違反があった）とき

3-15



だまされたり、脅されたりして
契約したとき

3-16



告げられた誤った情報を信じて
契約してしまったとき

3-17



「帰りたい」と言っても店から
帰らせてくれず勧誘されたとき

3-18



商品に最初から欠陥があったとき

3-19



未成年者が保護者や親権者の
同意なく契約したとき

3-20



訪問販売・継続的なサービス・連鎖販
売取引等でクーリング・オフ期間内に
契約をやめると書面で伝えたとき

3-21



3-22

「クーリングオフ制度」の確認 ノート
Ｐ６８

一定期間であれば消費者が契約を
取り消すことができる制度。

教科書
Ｐ１９１

①営業所 ②８ ③２０
④3,000
ア：国民生活センター
イ：消費生活センター



目標の振り返り
自立した消費者として行動する
ために「契約」について、知る。

テーマの振り返り

無料ほど怖い物は
ない！？

タ ダ

ウマい話は
ない！！


